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Capital/Network for the Transition of Disadvantaged Young People, Educational Studies in Japan: International
Yearbook, No.2, 12/2007.
　乾彰夫「不安定化する若者をめぐる状況の性格と日本の特徴―失業・非正規雇用と労働市場規制―」首都大学東京・東
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　研究実績の概要（600～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。）

  本研究は、研究代表者が2002年度から大学院のゼミで行なってきた二つの都立高校（多摩地区にある普通科「中位校」
と東部にある普通科「底辺校」）の2003年3月卒業者を対象にした４年間の継続追跡調査を基盤にしている。これまでに、
高校3年時、卒業1年目、卒業3年目の3回の聴き取り調査をそれぞれおこなってきた。本研究期間中には以下の調査・研究
及び研究成果公表等をおこなった。①過去の調査データを対象者のもつネットワークや社会関係資本などに焦点づけて再
分析し、そのまとめを日本教育学会大会、日本教育学会英文誌上などで発表した。②高校卒業5年後の追跡調査を、卒業1
年目・3年目調査で補足できた対象者を対象に実施し、前回の聴き取り調査以降の就労・就学の状況や生活状況、将来展望
などについてそれぞれ約1～2時間程度の聴き取りをおこなった。一部に連絡不能・調査拒否などもあったが、海外留学中
の者を含め、32名を補足できた。これは当初の目標（30名）を上回る結果であった。現在、聴き取り記録の作成、及び分
析中であり、その結果については、2008年度中に公表予定である。③研究代表者・分担者による海外（イギリス・ドイ
ツ・ロシア等）の若年者の学校から仕事への移行やそれに対する支援政策等の実態ならびにそれらに関する研究について
のレビュー等をおこない、その一部を学会報告や論文等において公表した。
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